
　 第１回地域づくりコーディネーター研修会in東京

5,000円 2,000円 3,000円 
交流会  現地  オンライン(第1部のみ) 

林業や新しい森づくりに興味・関心のある方

地域づくり活動支援をする自治体職員

地域づくり団体や地域おこし協力隊の方

中山間地域で事業をしたいと考えている方 など

東京のど真ん中で

森林が都市に果たす役割を再確認し、

都市と森の関係性や

持続可能な新しい林業について考える

どなたでもご参加いただけます

スイスの森で学んだ、

　      の考え⽅に基づき、

自然と⼈に優しい暮らしを⽬指す、 

　　　　　    のプロフェッショナル　森林管理

「近自然学」

佐藤 浩行氏
合同会社日本近⾃然学研究所 代表社員

青⽊ 亮輔氏
株式会社東京チェンソーズ 代表取締役

東京都檜原村にて、
山への熱い思いと飽くなき冒険⼼を持ち、
　　　　　　　　　　　  で
　　　　　　　　　       新ビジネスモデルを 
切り拓いたパイオニア
補助金に頼らない

森を守り、�
育て、活かす�
森を守り、‌
育て、活かす�
～森と暮らしをつなぐ地域づくり〜〜森と暮らしをつなぐ地域づくり〜

 ‌参加費 ‌  

申込み 
問合せ 

13:00-17:00　研修会 6‌/‌26 [金] 

開催日時  

17:30-19:30　交流会 

・ビジョンセンター東京駅前 
　‌     ‌東京都中央区八重洲1-8-17新槇町ビル7F‌  

・オンライン（Zoom） 

 ‌場　所 ‌  

地域づくり団体全国協議会事務局　☎ 03-5202-6136 ✉ chi-dantai@jcrd.jp

 ‌　こんな方におすすめ　 ‌  

「１本まるごと販売」



   　　　　　　　地域づくり団体全国協議会事務局　☎ 03-5202-6136 ✉ chi-dantai@jcrd.jp

講師プロフィール

時間 内容 / 登壇者

13:00 – 13:25 開会挨拶、趣旨説明

13:25 – 14:05
事例報告①

株式会社東京チェンソーズ　

代表取締役　⻘⽊ 亮輔 氏

14:05 – 14:45
事例報告②

合同会社 日本近自然学研究所
代表社員　佐藤 浩⾏ 氏

14:45 – 15:00 事例まとめ、質疑応答

15:00 – 15:10 休憩

時間 内容

15:10 – 15:50 グループトーク①

15:50 – 16:00 休憩・移動

16:00 – 16:40 グループトーク②

16:40 – 16:55 全体まとめ・クロージング

16:55 – 17:00 事務連絡・閉会

17:30 – 19:30 交流会

当日スケジュール

お申込み

●メール

以下の必要事項をご記入いただき、お問い合わせ先へご送付ください。 
①団体名・会社名 ②氏名 ③住所 ④電話番号 ⑤参加方法（オンラインor現地） 
⑥交流会（参加or不参加）⑦請求書（要・否）⑧領収書（要・否）
⑨賛助会員参加権（有・無）※地域づくり団体全国協議会登録団体のみ回答

●インターネット

右記QRコードにアクセスのうえ、
必要事項をご入力ください。

申込み 
問合せ 

　  主な受賞歴
2017年　第5回グッドライフアワード  環境大臣賞・優秀賞
2021年　第7回ウッドデザイン賞
　   ハートフルデザイン部⾨コミュニケーション分野
　   優秀賞（林野庁長官賞）
2022年   第8回ウッドデザイン賞
　   ソーシャルデザイン部⾨コミュニケーション分野
　   優秀賞（林野庁長官賞）
2025年  第2回Tokyo-NbSアクションアワード受賞
2026年 「2025年度しんきん優良企業」⽇本経済新聞社賞受賞

青⽊ 亮輔 株式会社東京チェンソーズ 代表取締役

東京農業大学林学科卒。学生時代は探検部に所属し、
モンゴルやチベットでの活動に熱中する。
2006年に東京チェンソーズを創業。森林整備を中心
に、木育や森林空間活用など、森と街をつなぐ様々な
事業を展開。1本の木を余すことなく使い切る取り組み
や、地域の雇用創出などが評価され、数々の賞を受
賞。
2023年より檜原村議会議員。
座右の銘は「林業に縛られず、林業にこだわる」。 とは…

とは…

佐藤 浩行

治山・砂防の技術者を経て、2005年より企業林経営
に従事。
2010年にスイスの林業に触れたのを機に、林業と環
境の両立を⽬指す「近⾃然森づくり」および「近⾃
然学」の研究・実践を開始。
2025年4⽉、⽇本近⾃然学研究所を設立。持続可能
な森林利用に向けた体系的な職業教育の必要性を提
唱している。
奈良県フォレスターアカデミー講師。

合同会社日本近⾃然学研究所 代表社員

　 近⾃然森づくり

画一的な針葉樹単層林の森づくりへの反省として、1950年代
にドイツで勃興した森づくりの考え方。少ない介入で管理⽬
的を達成することを追求し、非皆伐・多層・天然下種更新・
適地適⽊を基本原則とする。

　 近⾃然学

スイス社会の観察から見出した原則を体系化した実践学。
「両立思考」「システム思考」「負荷は集中・対策は分散」な
ど15の基本原則からなり、あらゆる分野に応⽤が可能で、そ
の⽬的は「豊かに幸せに⽣き延びる」こと。

●第一部 ●第二部

＼ 現地参加者のみ対象！／
青木氏や佐藤氏を囲んで、

森林への想いや仕事のやりがい、今後の目標など、
講師に聞いてみたいことを直接伺うことができます！
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	青木 亮輔
	東京農業大学林学科卒。学生時代は探検部に所属し、モンゴルやチベットでの活動に熱中する。 2006年に東京チェンソーズを創業。森林整備を中心に、木育や森林空間活用など、森と街をつなぐ様々な事業を展開。1本の木を余すことなく使い切る取り組みや、地域の雇用創出などが評価され、数々の賞を受賞。 2023年より檜原村議会議員。 座右の銘は「林業に縛られず、林業にこだわる」。

	佐藤 浩行
	治山・砂防の技術者を経て、2005年より企業林経営に従事。 2010年にスイスの林業に触れたのを機に、林業と環境の両立を⽬指す「近⾃然森づくり」および「近⾃然学」の研究・実践を開始。 2025年4⽉、⽇本近⾃然学研究所を設立。持続可能な森林利用に向けた体系的な職業教育の必要性を提唱している。 奈良県フォレスターアカデミー講師。
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